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第 31回 幹事会 議事録 

日 時：令和 2 年（2020 年）12 月 8 日（火）16 時 00 分～18 時 30 分 

会 場：Zoom（TV 会議）   

参加者（9 名）：立花，高橋，山田，福田，大串，岸田，小倉，野島，細倉   

欠席者（2 名）：大久保，伊東               【敬称略】 

 

◆主要議題：① 横浜市との協定締結および関連事項について（立花） 

② 支部相談案件の状況と今後の体制について（立花） 

③ 逗子市ヒアリング結果と今後について （大串） 

④ E&E セミナー開催報告 （岸田） 

    担当者：司会；細倉，議長・Zoom オペレーション；立花，議事録；細倉 
 

【確認事項】 

１．第 30 回幹事会議事録（案）                 立花支部長【資料 31-1 参照】 

   ・立花支部長から議事録の内容が説明され，原案どおり承認された。 

 

【報告事項】                      

２．判定士会本部の動向                      

1）本部幹事会（11/10）報告                       大串幹事【資料 31-2 参照】 

大串幹事から本部幹事会において報告・検討された内容として下記の要点が報告された。 

・判定士講習会の開催検討が進行中である。 

・ホームページの改訂が検討中である。 

・経費のコード管理が決定した。 

・共有サーバーの導入が検討中である。 

・神奈川支部共催にて E&E セミナーが開催中である。 

・宅地防災部-横浜市-神奈川支部で連携して横浜市との協議予定である。 

・関西支部において 1 月 9 日に相談員研修が開催予定である。 

2）地盤工学会理事会報告（地盤品質判定士関連）           立花支部長【資料 31-3 参照】 

立花支部長から地盤工学会理事会報告（地盤品質判定士関連）について報告された。 

・地盤工学会主催のスキルアップ研修が開催予定（12 月 15 日宅地防災・1 月 27 日建物）。 

・地盤品質セミナーは 2 月 16 日開催予定である（立花支部長講演予定）。 

・12 月 9 日開催の地盤審査補償事業セミナーにて立花支部長が講演予定である。 

・今年度検定試験の受験者数は申込者 233 名のうち 161 名であった。 

・中部支部の設立は来年に延期された。 

3）横浜市との協定締結報告            立花支部長・山田幹事【資料 31-4①②参照】 

①横浜市の協定締結について 

立花支部長より以下の報告があった。 

・マスコミ各社に通知済みで，11 月 18 日付神奈川新聞，11 月 26 日付タウンニュース〔中区西区〕
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に掲載された。 

②横浜市との協定締結後の意見交換会について 

山田幹事より以下の報告・連絡があった。 

・12 月 11 日 10：00～12：00 を予定している。 

・神奈川支部から幹事 6 名と支部所属相談員 4 名が参加予定である。 

・横浜市窓口担当者の他，横浜市他部署から 3～4 名，建築士事務所協会より数名が出席予定。 

・前半は横浜市担当より相談時の留意事項についての説明，後半は支部より横浜市への質問， 

E&E セミナー等の神奈川支部の現況報告等を予定している。 

・横浜市への質問については，日 12 月 8 日中に山田幹事に連絡すること。 

・当日の集合時間，場所等については山田幹事より参加者に連絡する。 

③宅地耐震化に関する打合せについて 

山田幹事より 1 月中の開催を目途に横浜市担当とスケジュール 調整する予定との報告があった。 

 

３．神奈川支部関連              

1）総務委員会活動報告                     福田幹事 

福田幹事から下記の報告があった。 

・逗子市については 11 月 16 日に高橋副支部長，大串幹事とともに訪問した。 

・相模原市については，協定案について，相模原市の担当者に素案を提示し，確認を依頼中であり，

時期を見て訪問する予定である。 

・川崎市および 12 市町村関連の自治体については今後の展開・活動方法について総務委員会内部で

検討する。 

 

2）技術委員会活動報告                    

  ①支部第 3 回研修会（E&E セミナーについて）開催報告  岸田幹事【資料 31-5①②参照】 

岸田幹事から下記の報告があった。 

・延べ参加人数は目標 150 名に対し 147 名で会場参加 77 名，インライン参加 70 名であった。 

・第 1 回～第 5 回の参加者アンケートによると，会場開催，巡検の内容，最終回の講演について評価

が高かったことが紹介された。 

・横浜市においてオンライン講習会の運営に関する研修会が開催予定であり，別途案内する。 

これに対し，山田幹事から下記の意見があった。 

・今後は一般市民にも分かりやすい説明が必要である。 

・巡検を増やすとなおよいと思われる。 

・動画編集ソフト等の導入を視野に，講演内容を動画で編集し，より分かりやすい説明資料を作成

するとなおよいと考える。 

  ②支部第 4 回研修会内容 

野島幹事から下記の予定が報告された。 

・3 月に城ヶ島における野外巡検および懇親会を計画検討中である。 

・巡検内容は 1 月中に詳細を詰めて 2 月に告知予定である。 

3）逗子市関連報告                大串幹事【資料 31-8 参照】 
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大串幹事から 11 月 16 日の逗子市との協議について，以下の報告と要検討事項の確認があった。 

・来年 2 月に市内傾斜地の総点検があるため，この前に職員向けの講習会開催を要望されており，

企画内容と費用について提案を求められている。 

・逗子市との技術協定に向けた素案を福田幹事主導にて検討中である。 

・HP の相互リンクの構築を要望されている。 

・2021 年 1 月に防災セミナーが開催予定で，判定士会にも協力ねがいたい。 

上記についての議論を踏まえて、再度逗子市と協議することになった 

 

4）支部事務局報告                        細倉幹事 

細倉幹事から事務局報告として，以下の説明があった。 

・11 月 2 日に各支部の経理担当者の合同会議があった。 

・ファイルサーバーについては支部担当において試行し，本部担当に問題点等を報告予定である。 

・新規会員は前回幹事会より 7 名増加し，支部会員数は 61 名となった。 

・HP の更新については支部 HP の作成者についてヒアリングがあり現在連絡待ちである。 

これに対して立花支部長から以下の補足があった。 

・相談員の報酬支払いの処理方法について現在本部経理にて検討中である。 

【検討事項】                   

４．相談案件の状況と今後の相談体制について    立花支部長・山田幹事 

  ①概要について      山田幹事 

山田幹事から下記の意見があった。 

・現在調整会議で対応している前裁きは非常に大事だが，今後相談案件の増加に向けて体制の構

築が重要だ。 

  ②相談案件の状況報告について    立花支部長【資料 31-6①②参照】 

立花支部長から現在の相談案件について下記の説明があった。 

・横浜市との協定締結後相談案件が急増している。 

・本部にも相談案件が来ており，そのうち 1 件は神奈川支部で対応している。 

 

  ③地盤相談マニュアル（案）について     立花支部長【資料 31-7①②③参照】 

立花支部長からマニュアル（案）の内容に沿って現状の課題およびその改善策について下記の説明

があった。 

・支部 HP 宛の相談案件の自動転送の範囲を広げたい。 

・相談案件には基本情報が不足している場合が多いため，支部 HP の枠組みを変更したい。 

・前捌き業務の輪番制の導入については当面の間，立花支部長が対応する。 

・支部 HP 宛の相談案件に対する自動応答を設定したい。 

・相談員の名簿管理を徹底したい。 

・公募案件の受付および公募案件への応募者が複数の場合の対応方法を定型化したい。 

・1 月下旬～2 月上旬に相談業務の対応について関西支部との意見交換会を行いたい。 

これに対し，各幹事から意見を述べた。（省略） 

  ④今後について 
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上記議論を受けての決定事項は下記の通り。  

・当面は立花支部長が前捌き業務の主担当となるが，これに拘泥せず，他の幹事も一定の頻度で

対応し，通年で各幹事の担当数のバランスがとれるようにする。 

・相談マニュアルの内容についてはメール審議にて調整を継続する。 

・支部 HP の枠組みは事務局にて変更する。変更内容はメール審議にて調整する。 

・相談員の名簿は事務局が整備する。内容はメール審議にて調整する。 

・昨日と一昨日の新規相談案件の前捌き業務については立花支部長が対応する。 

・相談業務を中心に関西支部との意見交流会を早期実現する。関連が深い本部技術委員会にも参

加を求め，日程等についてはメール審議にて調整する。 

【その他】                   

５．次期総会について 

   立花支部長より次期総会について下記の通り基本方針が示された。 

・開催方式は会場開催とオンライン開催のハイブリッド方式とする。 

・開催時期は例年どおり 4 月とし，日時，会場の予約は事務局が担当する。 

・主要議案として規約の改正を盛り込みたい。内容については総務委員会主導にて素案を検討す

る。 

・幹事増員を目指す。 

６．その他 

・次回幹事会予定：2021 年 2 月 9 日（火），横浜市社会福祉センターまたは Zoom 

議長：野島幹事  議事録：小倉幹事 

 

＜資料＞ 

【資料 31-1】第 30 回神奈川支部幹事会議事録案（201013）  

【資料 31-2】2020 年度第 5 回幹事会（本部） 議事録（201110） 

【資料 31-3】JGS 理事会_地盤品質判定士関連の現況報告（201126） 

【資料 31-4①】横浜市記者発表_「崖地に関する相談を専門家とサポートします！」 

【資料 31-4②】横浜市協定関連_マスコミ記事 

【資料 31-5①】YES 講座補助金申請事業報告書（E&E 防災セミナーNo.17） 

【資料 31-5②】YES 講座実施効果レポート(E&E 防災セミナーNo.17）2020.10.15～11.12 

【資料 31-6①】相談案件対応状況_神奈川支部 2020.7 以降 

【資料 31-6②】宅地の地盤相談対応状況報告_本部（2020 年 11 月） 

【資料 31-7①】地盤相談マニュアル（案）201124 

【資料 31-7②】地盤相談マニュアルの検討ポイント 

【資料 31-7③】関西支部報告（相談員公募制度）201110 

【資料 31-8】逗子市打合せ訪問記録（201116） 

 

以上 

                              以上 細倉 原案 (20201208) 記 


